











































































































































































































下アゴを少し下げる i ə u
中程度に下げる e ʌ o











































































リス人の先生だった。彼が読みなさいと勧めてくれた本がLiving English Speech（W. 






















































































































上記の “eat an apple ”では、初めの単語“eat”の語尾が “t”という子音字で終わり、
次の単語 an は[ə]という弱母音で始まる。ここに単語間の「子音＋母音」という状況が
生じる。また、an は “n”という子音字で終わり、次の単語 apple は[æ]という母音で
始まる。ここにも単語間の「子音＋母音」という状況が生じ、必ず「子音＋母音」が一






Eat an apple　→　eata napple
（2）ここで、もう一つの単語間における英語発音上の傾向を確認しよう。


































ライムズがその代表といえる。ここで、“The House that Jack Built”を使ってリズム
の練習をしてみよう。意味のある単語を太字で表記し、ストレスのある母音に下線を付
すので腹筋を収縮させ時間的に等間隔に発音してみよう。
This is the house that Jack built.
This is the malt that lay in the house that Jack built.
This is the rat that ate the malt that lay in the house that Jack built.
This is the cat that killed the rat that ate the malt that lay in the house that 
Jack built.
This is the dog that worried the cat that killed the rat that ate the malt that lay 
in the house that Jack built.
This is the cow with the crumpled horn that tossed the dog that worried the cat 
that killed the rat that ate the malt that lay in the house that Jack built.
This is the maiden all forlorn that milked the cow with the crumpled horn that 
tossed the dog that worried the cat that killed the rat that ate the malt that lay 







































































































ライムの“Pat a cake, pat a cake, baker’s man”を例にして提案した。また、本論の第
2章では、“This is the house that Jack built”を例に解説した。この節では、英国ロマ
ン派の詩人ウィリアム・ワーヅワース（William Wordsworth、1770 - 1850）の有名な
“Daffodils”の第1スタンザを例にして、腹式呼吸の訓練法を提案したい。
I wánder’d lónely ás a clóud
That flóats on hígh o’er váles and hílls,
When áll at ónce I sáw a crówd,
A hóst, of gólden dáffodils;
Besíde the láke, benéath the trées,






















（1） “Peter Piper picked a peck of pickled pepper”（早口ことば。リズムとイントネー
ションの練習。4行）
（2） “Humpty Dumpty sat on a wall”（ハンプティダンプティは卵人間。意味は「覆
水盆に帰らず」。4行）
（3）“Mary had a little lamb”（「メリーさんの羊」）






（5） “I saw a fishpond all on fire”（現実にはありえないことを見たよという内容。知
覚動詞の勉強になる。英語をイメージして記憶する練習）
4-2-2　短詩（暗記して朗読するのに最適）
（1） “My Heart’s in the Highlands”（Robert Burns、1759 - 96）：日本の名歌「故郷」（ふ
るさと）を思わせるような詩。エア（Ayr）の小さな農家で生まれたバーンズが
スコットランドの高地や、heather（heath）の茂る高原の自然を歌い上げている。
（2） “The Rainbow”（William Wordsworth、1770 - 1850）：美しいものを見て、率直
に感動する童心（innocence）と、大自然の恩恵に対する感謝の気持（natural 
piety）を、いつまでも失わないようにという祈願の詩。
（3） “Sweet and Low”（Alfred Tennyson、1809 - 1892）：この優しくて美しく、リ
ズミカルな子守唄は、作曲されて歌われてもいるように音楽的で調子がいい。
（4） “Pippa’s Song”（Robert Browning、1812 - 1889）：花が咲き鳥が歌う春の訪れを
天の神（太陽）への感謝を込めて歌い上げている。
（5） “Little Things”（Julia Carney、1823 - 1908）：ほんの小さなものに、大きなもの
や永遠性を見る。想像力の広がりが素晴らしい。
（6） “Who has Seen the Wind”（Christina Georgina Rossetti、1830 - 1894）：眼に見
えないものを芸術家の想像力によって言葉で表現している。「心眼」（mind’s 
eye）で物事を感知して詩にするのが詩人。




 （1） “Oh Mistress Mine” （William Shakespeare、1564 - 1616）：恋人よどこをさまよっ
ているの、僕のところに来ておくれ、旅は出会いで終わるもの、という恋愛詩。 
（2） “Sonnet 18” （William Shakespeare）：愛する友人を詩で賛美し永遠の友情を歌っ
ている。
（3） “Sonnet 29” （William Shakespeare）：運にも人々にも見捨てられた時、あなた
との愛を思い出すと、何よりも大切なものだと思える、という友情を称えている。
（4） “Character of a Happy Life” （Sir Henry Wotton、1568 - 1639）：幸せな生き方
とは、だれにも支配されず生きること、何にも心を支配されず生きること、自分
自身の人生を生きること、という人生の信条を歌っている。 




（6） “To the Virgins”（Robert Herrick、1591 - 1674）「今を生きよ（carpe diem）」
の思想が歌われている代表作。
（7） “A Red, Red Rose”（Robert Burns、1750 - 1796）：スコットランド方言を使用
し書かれた情熱的な恋愛詩。






（10） “The Violet”（Jane Taylor、1783 - 1824）：Violetは女性の理想的美徳を象徴す
る花として尊重されていることを念頭に置いて、慎ましやかに朗読できる。
（11） “The Oak”（Alfred Lord Tennyson、1809 - 1892）：俳句のように単純で、明快、
リズムも力強い。男性的で強い大きな一本の樫の木を音声で表現できる。
以上、英語朗読の訓練として紹介したい詩は枚挙に遑が無い。筆者は、学習院大学元
教授の荒井良雄先生が晩年に組織した「山茶花クラブ」という日英語文学作品朗読会の
代表を務めている。毎年2回の山茶花クラブ日英語朗読会には学習院大学文学部イギリ
ス文学科のOBたちが集い、楽しく朗読活動を続けている。最年長者は現在81歳の女性
であるが未だに暗誦を続けておられ健康に活動していらっしゃる。
結論
この論の目的は、英詩の朗読を実践して日本の英語教育に英語音声面での教育法を提
示し、腹式呼吸を応用することで自律神経の調子を整える方法を同時に提案することで
あった。第1章では、腹式呼吸による発声と英語の発音との密接な関係性について解説
した。第2章では、英語のリズムと英詩の朗読法について解説し、第3章では、腹式呼吸
発声法と自律神経との関連性を解説した。最後に、英詩朗読教育のための資料と実践方
法を提案した。
この論が、腹式呼吸を土台とする英詩の朗読という活動を通して、英語発音の上達と
同時に健康維持の手段になることを願ってやまない。
 （本学非常勤講師）
